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武南署管内における交通事故多発エリア（2022～2024年）

令和７年５月20日現在、県内の交通事故で亡くなられた高齢者は２５人で、前年に比べるとプラス１７
人と、高齢者が被害にあう交通事故が増加傾向にあるにゃん！
また、状態別でみると、歩行中に亡くなられた方が13人だにゃん。夜間外出をする際は、反射材をつ
けて交通事故防止でお願いしますにゃん！

高齢者が被害にあう交通事故が増えているにゃん

埼玉県警察ホームページ内の

『ぶにゃんくんの執務室』はこちら
武南署交通課の旬な情報が載ってるにゃん

ぶにゃんくんの執務室

日中の時間帯の発生が多い

高齢者による交通事故も年々増加 しているにゃん

鳩ヶ谷駅周辺

東川口駅周辺

本蓮１丁目付近

高齢者による交通事故の特徴

事故原因は、安全不確認、前方不注視
がほとんど

出会い頭の事故、追突事故が多い

武南署管内では高齢者による
交通事故が年々増えているにゃん
運転技術を過信することなく
安全運転をお願いしますにゃん

高齢者歩行者交通事故の特徴

自宅の近く、500m以内での発生が半数以上。

通行目的は買い物、散歩が多い。

買い物は16～17時、散歩は朝６～９時、夕14～17時に
交通事故が多発傾向。

状況別にみると、横断歩道横断中が多い。
横断歩道では左右をしっかり確認し、ハンド
サインで横断しましょう。


